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＜連絡事項＞

· 勤務表（12/16～1/15）の希望休確認は14時までに行うこと。（変更時は中居JGMへ報告）

· 年間行事予定を作成していく。（今年度の行事は12月・3月に行うこととする。）

＜外来情報＞

· 下妻　康貴様　～風邪症状改善されてきたが、くしゃみがまだ出るとのこと。漢方薬５日分処方し

ている。

· 宮　陽子様　　～「今の薬があってる。そわそわ感とか吐き気がなくなった。」と話す。来週採血

施行予定。

· 番沢　政勝様　～現在7：45頃に起きており、「起きる時間が遅くなった。」と話す。主治医より

「頑張って早く起きるように。」と話がある。

· 川口　八寿子様～バイトは問題なく行う事ができたという。本人より「新聞を10分くらいしか集

中して読めない。」と話があり、主治医より日課に組み込むよう助言ある。

· 種本　サハ様　～両足が白くなっており、ウレパール継続処方。また、GHでの日課が行えなくな

ったことや、通所のプログラムについていけないとの訴えあり。主治医より、プログラムについては通所職員へ相談するよう助言あり。

· 清水　泰雅様　～予約時間に遅れることなく来院している。

· 村上　元道様　～就労訓練について「大変ではない。」と話す。特定の青山荘入所者の名前を出し、

「話をしてくれない。病状がよくないんだと思う。」と話している。

· 北村　奈美様　～寝汗がひどいから薬を減らしてほしいとの希望あり。デプロメール減薬（2T→１

T）となっている。細かいことが気になったり、生活に支障があるようであれば、薬を戻すことを説明している。

· 上川原　豊様　～「頭のできものが出たり治ったりしている。薬は塗っている」と話す。

· 横山　耕生様　～「二日間禁煙することができたが、三日目に吸いたくなって吸った。」と話す。

主治医より、「吸いたくなったときにニコレットを噛むように。」と助言あり。

· 庭野　弘樹様　～間食はあまりしていないとのこと。デジタルの体重計では69.2kg、針の体重計

では70.0kgとなっている。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　茂子様　～外来にて面談実施。通所することが負担であれば、姉様へ連絡し退所の検討を行

うことを伝えると、「それは困る。来週から行きます。」という。先週までは体調不良で欠席していたとのこと。欠席時の連絡についても、併せて説明している。
また他メンバーより、土曜日に青山荘にて麻雀を行っている際、金銭要求してきて困ると情報あり。本人へ確認すると「誰がそんなこと言ってるの？貸してなんて言ってない。」と話される。

· 大久保康弘様　～定時来所されず、連絡もないため、グループホーム（あおめ）へ電話したところ、　

本人が対応。「熱があるので休みます。」と話される。連絡時間についての説明と、内科受診を促している。

· 我満　奈津紀様～定時来所されず、連絡もない。携帯電話へ連絡したところ、「今、起きた。」と話

される。昨晩は十分に眠ること出来たが、今朝、娘様を学校へ送り出した後、二度寝をしたとのこと。遅れて来所されている。

· 関口　禅様　　～昨日、日赤病院受診した際、睡眠が十分にとれていないことを相談。眠剤増薬と

なっている。水曜日より服用開始とのこと。

· 宮　陽子　様～「デイケアに慣れない。必ず、みんなと同じ行動を取らなくてはならないのか？」

と訴えあり。集団行動の必要性やデイケア通所目的、単独で過ごす時間の必要性について説明。集団に入ることが困難であることを相談していただければ、単独なる環境を提供できることを説明すると納得されている。

· 江刺家　陽輝様～NPO施設を見学してきたとのこと。「12月下旬から利用する予定。正式に利用

することが決まれば、デイケアの利用は月・水の週二日になるかもしれない。」と話される。また、本日「イライラする。ストレス発散したい。」との訴え聞かれており、落ち着きのなさみられる。

· 清水　泰雅様　～デイケアへの通所準備に一時間半ほどかかるとのこと。「早起きは大変だけど、

通所する事自体は負担ではない。」という。










